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妙法輪、即應身如來。故論云、如法相説故名如來也。(T34, no. 1718, p. 128a6-16) 
 
 
1 『成実論』巻第一、「如來者、乘如實道來成正覺、故曰如來。」（T32, no. 1646, p. 242a25-26）を参照。 
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中。是故名多陀阿伽陀。」（T25, no. 1509, p. 71b16-19）を参照。 
3 多く引用しているが例えば『維摩經文疏』巻第二、「勸信者、如來如法相解、如法相說」（X18, no. 338, p. 
471c13-14）を参照。 
4 『法華経安楽行義』巻第一、「金剛之身如法相解。如法相說。」（T46, no. 1926, p. 699, c2）を参照。 
5 『法華経安楽行義』巻第一、「佛如是來。更不復去。乘如實道、故名如來。」（T46, no. 1926, p. 699c3-4） 
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槃。我今安住如是三法、為眾生故名入涅槃、如世伊字。」（T12, no. 375, p. 616, b8-17）を参照。 
7 出典未詳 
8 『仏説観普賢菩薩行法経』巻第一、「釋迦牟尼名毘盧遮那、遍一切處。」（T09, no. 277, p. 392, c15-16）を参照。 
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9 『妙法蓮華経』如来寿量品、「非如非異、不如三界見於三界」（T09, no. 262, p. 42, c15）を参照。 
10 同、「如來如實知見三界之相」（同前, p. 42, c13）を参照。 
11 同、「或說己身、或說他身。或示己身、或示他身。或示己事、或示他事」（同前, p. 42, c10-12）を参照。 
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12 同、「今釋迦牟尼佛，出釋氏宮，去伽耶城不遠，坐於道場，得阿耨多羅三藐三菩提。」（同前, p. 42, b10-11）を
参照。 




來藏性淨涅槃常恒清涼不變等義、如經、如來如實知見三界之相、次第乃至不如三界見於三界故」（T26, no. 1519, p. 
9b10-19）を参照。 
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非如非異、不如三界見於三界、如斯之事、如來明見、無有錯謬。」（T09, no. 262, p. 42c13-16）を参照 
16 同、「我智力如是 慧光照無量 壽命無數劫 久修業所得。」（同前, p. 43c20-21）を参照。 
17 同、「若有眾生來至我所、我以佛眼、觀其信等諸根利鈍、隨所應度、處處自說、名字不同、年紀大小、亦復現言
當入涅槃、又以種種方便說微妙法、能令眾生發歡喜心。」（同前, p. 42c1-5）を参照。 
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  次に第三段は以下の通りである。 
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醐第一。如來亦爾、於眾生中壽命第一。」（T12, no. 375, p. 621b8-19） 
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19『妙法蓮華経』、「如来寿量品、我成佛已來甚大久遠」（T09, no. 262, p. 42 c20）を参照。 
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20『注維摩詰経』巻第一、「非本無以垂跡。非跡無以顯本。本跡雖殊而不思議一也。」（T38, no. 1775, p. 327b3-5） 
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化種種眾、説種種法、度種種人、總在如來壽命海中。海中之要、法性智應。喉襟目蒵、非異是何。
































愛重、視之如草。」（T12, no. 375, p. 613, b24-26） 
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